
告

示

平成™›年˜月š˜日 火曜日 第œ�™Ÿ号官 報
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
同
法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に

規
定
す
る
輸
出
抹
消
仮
登
録
証
明
書
の
写
し
又
は
同
法
第

十
六
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
十
九
条
の
二
第
四
項
に
規

定
す
る
輸
出
予
定
届
出
証
明
書
の
写
し
」
を
「
次
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
書
類
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。イ

当
該
自
動
車
の
道
路
運
送
車
両
法
第
十
五
条
の

二
第
二
項
に
規
定
す
る
輸
出
抹
消
仮
登
録
証
明
書

の
写
し

ロ

当
該
自
動
車
の
道
路
運
送
車
両
法
第
十
六
条
第

五
項
又
は
同
法
第
六
十
九
条
の
二
第
四
項
に
規
定

す
る
輸
出
予
定
届
出
証
明
書
の
写
し

ハ

当
該
自
動
車
の
輸
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
旨
又

は
当
該
自
動
車
が
輸
出
さ
れ
た
旨
が
記
載
さ
れ
た

道
路
運
送
車
両
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
登
録
事
項
等
証
明
書

ニ

当
該
自
動
車
の
輸
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
旨
又

は
当
該
自
動
車
が
輸
出
さ
れ
た
旨
が
記
載
さ
れ
た

道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運

輸
省
令
第
七
十
四
号
）
第
四
十
五
条
の
二
に
規
定

す
る
検
査
記
録
事
項
等
証
明
書
の
写
し

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
四
号

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
全
国
風
俗
環
境
浄
化
協
会
と
し
て

指
定
を
受
け
た
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
か
ら
名

称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
風
俗
環
境
浄
化
協
会

に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

三
号
）
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

松
原

仁

一

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
の
名
称

^

変
更
前
の
名
称

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合

会
_

変
更
後
の
名
称

公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会

連
合
会

二

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
四
日

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
五
号

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
十
二
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
全
国
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

と
し
て
指
定
を
受
け
た
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

か
ら
名
称
及
び
同
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
事
業
を
行
う
事
務
所
の
名
称
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則（
平

成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
十
六
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

松
原

仁

一

法
人
の
名
称

^

変
更
前
の
名
称

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合

会
_

変
更
後
の
名
称

公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会

連
合
会

二

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を

行
う
事
務
所
の
名
称

^

変
更
前
の
名
称

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合

会
事
務
所

_

変
更
後
の
名
称

公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会

連
合
会
事
務
所

三

変
更
を
行
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
四
日

１
の
三
の
イ
の
^

の
ã
中
「
た
い
肥
化
施
設
」
を
「
堆

肥
化
施
設
」
に
改
め
、
同
イ
の
_

の
Ë
中
「
向
上
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。」の
下
に
「
特
に
、
漂
着
し
た
ご
み
に
つ

い
て
は
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
保
護
す
る
た
め
の
海
岸

に
お
け
る
良
好
な
景
観
及
び
環
境
の
保
全
に
係
る
海
岸
漂

着
物
等
の
処
理
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一

年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下「
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
」

と
い
う
。）に
基
づ
き
、
関
係
者
の
適
切
な
役
割
分
担
と
幅

広
い
連
携
・
協
力
の
下
で
、
そ
の
円
滑
な
処
理
と
効
果
的

な
発
生
抑
制
を
図
る
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
。」を
加

え
、
同
_

の
ô
中
「
た
い
積
し
て
い
る
」
を
「
堆
積
し
て

い
る
」
に
改
め
、
同
三
の
ロ
中
「
か
ん
が
み
」
を「
鑑
み
」

に
改
め
、
同
三
の
ニ
の
_

中
「
有
明
海
沿
岸
及
び
八
代
海

沿
岸
」
を
「
有
明
海
及
び
八
代
海
等
沿
岸
」
に
改
め
、
同

ニ
の
`

中
「
可
能
な
」
を
「
、
可
能
な
」
に
改
め
、
同
三

の
ヘ
の
^

中
「
た
い
積
物
」
を
「
堆
積
物
」
に
、「
た
い
積

等
」
を
「
堆
積
等
」
に
、「
さ
ら
に
高
め
る
」
を
「
更
に
高

め
る
」
に
改
め
、
同
ヘ
の
_

中
「
生
活
廃
棄
物
等
を
」
の

下
に「
、
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
に
基
づ
き
、」を
加
え
、

同
三
の
ト
の
^

の
Ë
中
「
持
ち
込
み
」
を
「
持
込
み
」
に

改
め
、
同
ト
の
_

の
Ë
中
「
あ
り
方
」
を
「
在
り
方
」
に

改
め
、
同
_

の
ô
中
「
見
ら
れ
る
」
を
「
み
ら
れ
る
」
に

改
め
、
同
三
の
リ
の
^

中
「
図
る
た
め
」
の
下
に
「
、
有

明
海
・
八
代
海
等
総
合
調
査
評
価
委
員
会
の
平
成
十
八
年

十
二
月
の
委
員
会
報
告
も
参
考
に
し
」
を
加
え
、
同
^

の

Ë
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
^

中
à
を
ò

と
し
、
ç
か
ら
ñ
ま
で
を
æ
か
ら
à
ま
で
と
し
、
ß
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ç

流
入
す
る
河
川
の
流
域
に
お
け
る
森
林
と

海
域
の
環
境
と
の
関
係

流
入
す
る
河
川
の
流
域
に
お
け
る
森
林
の

状
況
等
を
把
握
し
、
海
域
の
環
境
と
の
関
係

に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
る
。

１
の
三
の
リ
の
_

の
Ë
中
「
た
め
に
は
」
の
下
に

「
、
漁
業
者
等
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
」を
加
え
、

同
三
の
ヌ
の
_

の
ô
中
「
有
明
海
及
び
八
代
海
地
域
」
を

「
有
明
海
及
び
八
代
海
等
地
域
」
に
改
め
、
同
_

の
ß
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ß

赤
潮
等
の
漁
業
被
害
等
に
係
る
支
援
等

有
明
海
及
び
八
代
海
等
の
海
域
に
お
い
て

赤
潮
等
に
よ
る
漁
業
被
害
等
が
発
生
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

経
営
に
影
響
を
受
け
る
水
産
業
者
そ
の
他
の

関
係
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
資
金
の
確
保

又
は
そ
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
と
と

も
に
、
代
替
と
な
る
養
殖
漁
場
等
の
施
設
の

整
備
、
赤
潮
の
除
去
に
係
る
措
置
の
実
施
等

に
対
す
る
支
援
そ
の
他
有
明
海
及
び
八
代
海

等
の
海
域
に
お
け
る
赤
潮
等
に
よ
る
漁
業
被

害
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
三
号

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百
七
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
施
行
規

則
（
平
成
十
二
年
運
輸
省

建
設
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
中
第
三
表
か
ら
第
十
表
ま
で
を
削
り
、
第
十

一
表
を
第
三
表
と
し
、
同
様
式
備
考
３
中
「第

二
表
か
ら

第
十
一
表
ま
で
の
各
表
の

」
を「第

二
表
及
び
第
三
表
の

」

に
改
め
、
同
様
式
備
考
４
を
削
り
、
同
様
式
備
考
５
を
同

様
式
備
考
４
と
す
る
。

様
式
第
四
備
考
３
中「単

価
、

」、「セ
メ
ン
ト
＝

1•
3倍
、

」

及
び
「等

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総

務

省
、
文
部
科
学
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

告
示
第
一
号

有
明
海
及
び
八
代
海
を
再
生
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
九
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
有
明
海
及
び

八
代
海
等
を
再
生
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
四
条
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
有
明
海
及
び
八
代
海
の
再
生
に
関
す
る
基

本
方
針
（
平
成
十
五
年
二
月
六
日
総

務

省
、
文
部
科

農
林
水
産
省
、
経
済
産

国
土
交
通
省
、
環

境

学
省
、

業
省
、
省

告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た

の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

環
境
大
臣

細
野

志

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

有
明
海
及
び
八
代
海
等
の
再
生
に
関
す
る
基
本
方

針

１
（
一
並
び
に
三
の
ヌ
の
_

及
び
a

を
除
く
。）及
び
２

中
「
有
明
海
及
び
八
代
海
」
を「
有
明
海
及
び
八
代
海
等
」

に
改
め
る
。

１
の
一
中
「
有
明
海
及
び
八
代
海
は
」
を
「
有
明
海
及

び
八
代
海
等
は
」
に
、「
有
明
海
及
び
八
代
海
に
」
を
「
有

明
海
及
び
八
代
海
等
に
」
に
、「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」に
、

「
か
ん
が
み
、
有
明
海
及
び
八
代
海
」
を
「
鑑
み
、
有
明

海
及
び
八
代
海
等
」
に
、「
有
明
海
及
び
八
代
海
を
再
生
す

る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。）」
を
「
有
明
海
及
び
八
代
海
等
を
再
生
す
る
た
め
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
１
の
二
中
「
次

の
」
を
「
、
次
の
」
に
改
め
、
同
１
の
三
の
イ
中
^

の
前

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
明
海
・
八
代
海
等
総
合
調
査
評
価
委
員
会
の

平
成
十
八
年
十
二
月
の
委
員
会
報
告
も
参
考
に

し
、
次
の
再
生
の
た
め
の
方
策
に
取
り
組
む
。

š
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